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大紀町における観光の実態

データ指標 区分 2024年度 2025年度 増減 備考

観光入込客数
国内 126,878 人 178,042 人 57.94% 日本観光振興協会『デジタル観光統計データ』

訪日観光客 739 人 880 人 - NAVITIME『インバウンドプロファイラー』

宿泊者数
国内 1,968 人 2,340 人 18.9% 大紀町観光協会調べ

訪日観光客 419 人 660 人 57.5% 大紀町観光協会調べ

平均滞在日数
国内 - 2.36 日 19.1% みえ旅アンケートキャンペーン

訪日観光客 - 2.47 日 - みえ旅アンケートキャンペーン

観光消費単価（国内）

日帰り - 8,218 円 - みえ旅アンケートキャンペーン（宿泊費除く）

宿泊 - 5,416 円 - みえ旅アンケートキャンペーン（宿泊費除く）

宿泊費 - 12,973 円 - みえ旅アンケートキャンペーン（宿泊費のみ）

観光消費単価（訪日観光客）

日帰り - 12,679 円 - 農泊インバウンドアンケート（宿泊費除く）

宿泊 - 8,600 円 - 農泊インバウンドアンケート（宿泊費除く）

宿泊費 - 11,679 円 - RESAS『クレジットカード消費額分析』2026年1〜3月

リピーター率 国内 - 82.7 % - みえ旅アンケートキャンペーン

来訪者満足度
国内 - 96.9 % - みえ旅アンケートキャンペーン

訪日観光客 - 94.4 % - 農泊インバウンドアンケート

NPS:ネットプロモータースコア 国内 - -8.75 - みえ旅アンケートキャンペーン

※本調査は、従来参考としていた三重県の広域調査（中南勢地域）に代わり、当協会が町内の観光地および宿泊施設にて

直接収集した初の独自調査となります。それに伴い、一部の指標において2024年度との比較ができません。 

なお、「みえ旅アンケートキャンペーン」のデータは、2026年1月〜3月の期間に集計したものを使用しています。
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観光入込客数の推移（国内）

2025年度(2025年4月〜2026年3月)の来訪者数は年間178,042人となり、前年度(126,878人)から約40%増加しました。

2023年度からの2年間では約2.9倍の拡大です。増加は特定の時期に偏らず、年間を通じてすべての月で1万人を超えました。

初詣期である1月がほぼ前年並みを維持する一方、2月・3月をはじめとする各月が底上げされており、

来訪の裾野が通年へと広がっています。背景には、式年遷宮を控えた瀧原宮や世界遺産・熊野古道への関心の継続的な高まりに加え、

体験を重視する旅行ニーズの拡大と、SNS等による情報発信の強化があると考えられます。

出典:日本観光振興協会『デジタル観光統計オープンデータ
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観光入込客数の平準化率（国内）

過去3年間で年間の平均客数は約3倍に拡大しました。

2024年度は1月に客数が集中したことにより平準化率が23.5%(繁閑倍率4.26倍)まで一時的に低下しましたが、

2025年度はピーク時の客数を維持しつつ、閑散期の客数も1万人台へと底上げされました。

2025年度の平準化率は47.1%に回復しており、客数規模の拡大と季節変動の緩和が同時に進む良好な推移となっています。

年度 年度平均 最大月（ピーク） 最小月（ボトム） 平準化率
繁閑倍率 

(最大÷最小)

2023年度 5,197人 8,372人（1月） 3,935人（7月） 47.0% 2.13倍

2024年度 10,573人 23,200人（1月） 5,441人（4月） 23.5% 4.26倍

2025年度 14,837人 22,826人（1月） 10,751人（6月） 47.1% 2.12倍

出典:日本観光振興協会『デジタル観光統計オープンデータより大紀町観光協会が独自に集計
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宿泊者数の状況

2025年度(2025年4月〜2026年3月)の総宿泊者数は3,000人泊となり、前年度から大幅に増加しました。

・訪日観光客が過去最高を更新：訪日外国人の個人旅行客は前年からほぼ倍増しています。

・国内個人：2024年度はキャンプ場の休業による影響を受けましたが、着実な回復軌道に戻りました。

・団体の中心が国内から訪日へ：訪日団体262人泊は国内団体の3倍を超え、訪日観光客に向けた営業戦略の成果が表れています。

年度 個人（国内） 個人（訪日） 団体（国内） 団体（訪日） 国内計 訪日計 総計

2022年度 609人泊 50人泊 348人泊 10人泊 957人泊 60人泊 1,017人泊

2023年度 2,741人泊 114人泊 54人泊 100人泊 2,795人泊 214人泊 3,007人泊

2024年度 1,764人泊 204人泊 77人泊 215人泊 1,968人泊 419人泊 2,260人泊

2025年度 2,263人泊 398人泊 77人泊 262人泊 2,340人泊 660人泊 3,000人泊

出典：大紀町観光協会（宿泊施設へのヒアリング調査）
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リピーター率（国内）

2025年度に大紀町観光協会が実施した来訪者アンケートでは、リピーター率(来訪2回目以上)が82.7%(回答98件)となり、来訪者の8割以

上が再訪者という高い水準を示しました。

内訳を見ると、最多は「11回目以上」の37.8%で、5回以上の層が約6割を占める一方、「2〜4回目」の中間層は23.4%にとどまっています。

当町は繰り返し訪れる熱心なファンに支えられている一方、初来訪者を中間層へ育てていくことが今後の課題となります。

回答区分 回答数(件) 割合

今回が初めて 17 17.3%

2回目 12 12.2%

3回目 7 7.1%

4回目 4 4.1%

5〜10回目 21 21.4%

11回目以上 37 37.8%

合計 98 100.0%

指標 値 備考

リピーター率(2回目以上) 82.7% 95%信頼区間:74.0〜88.9%

初回来訪者の割合 17.3% 新規顧客の流入

5回以上の来訪者 59.2%

11回以上の来訪者 37.8%

集計期間：2026年1月〜3月

出典：大紀町観光協会（みえ旅アンケートキャンペーン）

要約指標表2025年度 リピーター率調査 結果(n=98)

※本調査は、これまで参考としてきた三重県の広域調査(中南勢地域)に代わり、

大紀町そのものへの来訪回数を尋ねた初めての独自調査です。
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平均消費単価（国内・訪日観光客）

2025年度に大紀町観光協会が実施した消費額調査では、訪日観光客が国内客を上回り、また宿泊者は日帰り客の2倍以上を消費していま

す。内訳を見ると、宿泊者の総消費額に占める宿泊費の割合は、国内で約7割、訪日観光客で約6割に達しています。農泊を核とした宿泊

が消費の中心を担っており、当町が進める滞在型観光の方向性が、消費額の面からも裏づけられています。

今後も、高付加価値な体験・食の提供を通じて、一人当たり消費額の向上を図ります。

2025年度 平均消費単価（訪日観光客）

項目
宿泊者 日帰り

平均額 回答数 平均額 回答数

飲食 3,760円 52件 2,816円 19件

買い物・お土産 2,482円 55件 1,553円 19件

体験（一般アクティビティ等） 2,358円 53件 1,921円 19件

宿泊施設での日帰り体験・飲食 ※ - - 6,389円 18件

【小計】1人当たり現地直接消費額 8,600円 - 12,679円 -

宿泊費 11,679円 56件 - -

【総合計】1人当たり総消費額 20,279円 - 12,679円 -

集計期間：2026年1月〜3月

出典：大紀町観光協会（農泊インバウンドアンケート）

※無回答（空欄）のデータは母数から除外して算出

項目
宿泊者 日帰り

平均額 回答数 平均額 回答数

現地消費額 5,416円 36件 8,218円 62件

宿泊費 12,973円 36件 - -

【総合計】1人当たり総消費額 18,389円 - 8,218円 -

集計期間：2026年1月〜3月

出典：大紀町観光協会（みえ旅アンケートキャンペーン）

2025年度 平均消費単価（国内）
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来訪者満足度（国内）

2025年度に大紀町観光協会が実施した来訪者満足度調査では、満足度が96.9%(回答98件)となり、極めて高い水準となりました。

内訳を見ると、「とても満足」が44.9%とほぼ半数を占め、「満足」(52.0%)と合わせて回答の9割超が肯定的な評価となっています。

一方、「不満」「とても不満」との回答はゼロであり、中間評価の「どちらでもない」も3.1%にとどまりました。

来訪者の満足が一部の層に偏らず、回答全体に行き渡っていることがうかがえます。

回答区分 評点 回答数(件) 構成比 累積構成比

とても満足 5 44 44.9% 46.0%

満足 4 41 52.0% 96.9%

どちらでもない 3 4 3.1% 100.0%

不満 2 0 0.0% 100.0%

とても不満 1 0 0.0% 100.0%

合計 — 98 100.0% —

指標 値 備考

満足度(「とても満足」+「満足」) 96.9% 95%信頼区間:91.4〜99.0%

「とても満足」のみ 44.9%

不満率(「不満」+「とても不満」) 0.0%

平均評点(5点満点) 4.42 評点×度数の加重平均

最頻値 4

中央値 4 

要約指標表2025年度 来訪者満足度調査 結果(n=98)

集計期間：2026年1月〜3月

出典：大紀町観光協会（みえ旅アンケートキャンペーン）
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来訪者満足度（訪日観光客）

全9項目の平均満足度(「とても満足」「満足」の合算)は94.4%となり、全体を通して高い水準となりました。

特に「現地の人との交流」(99.0%)、「飲食」(98.0%)、「宿泊施設の設備・アメニティ」(98.0%)が上位を占めており、

大紀町が目指す「人・食・滞在環境」という観光要素において、質の高い体験を提供できています。

一方、「現地での交通・移動手段」(87.3%)や「訪問前の情報の量」(91.2%)は相対的に低い水準となっており、

二次交通の確保と事前の情報発信が今後の課題です。

集計期間：2026年1月〜3月

出典：大紀町観光協会（農泊インバウンドアンケート）

評価項目 とても満足 満足
どちらでも

ない
不満 とても不満

体験して
いない

満足度

現地の人との交流 86 (84.3%) 15 (14.7%) 0 (0.0%) 1 (1.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 99.0%

飲食 93 (91.2%) 7 (6.9%) 1 (1.0%) 1 (1.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 98.0%

宿泊施設の設備・アメニティ 87 (85.3%) 13 (12.7%) 1 (1.0%) 1 (1.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 98.0%

景色・まちなみ 85 (83.3%) 12 (11.8%) 0 (0.0%) 1 (1.0%) 0 (0.0%) 1 (1.0%) 95.1%

体験 87 (85.3%) 10 (9.8%) 2 (2.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 2 (2.0%) 95.1%

現地でのコミュニケーション 83 (81.4%) 13 (12.7%) 5 (4.9%) 1 (1.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 94.1%

現地での情報の量 72 (70.6%) 22 (21.6%) 5 (4.9%) 1 (1.0%) 0 (0.0%) 2 (2.0%) 92.2%

訪問前の情報の量 69 (67.6%) 24 (23.5%) 7 (6.9%) 2 (2.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 91.2%

現地での交通・移動手段 67 (65.7%) 22 (21.6%) 6 (5.9%) 2 (2.0%) 0 (0.0%) 5 (4.9%) 87.3%

平均 81 (79.4%) 15 (15.0%) 3 (2.9%) 1 (1.1%) 0 (0.0%) 1 (1.1%) 94.4%

2025年度 項目別来訪者満足度（訪日観光客）（n=102）
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NPS：ネットプロモータースコア（国内）

NPSスコアは-8.75となり、批判者の割合が推奨者を上回る結果となりました。

一方で、深刻な不満を示す0〜3点の回答は約4%にとどまり、全体の約6割を7〜8点の中立者が占めています。

大きな不満は見られないものの、積極的に他者へ推奨するには至っていない状況です。

今後の向上に向けては、8点と回答した層(40.0%)を9点以上の推奨者へと引き上げる取組が必要です。

評価スコア 件数 割合 区分 割合

10点 0件 0.00%
推奨者 15.00%

9点 12件 15.00%

8点 32件 40.00% 中立者
61.25%

7点 17件 21.25%

6点 4件 5.00%

批判者
23.75%

5点 12件 15.00%

4点 0件 0.00%

3点 2件 2.50%

2点 1件 1.25%

1点 0件 0.00%

0点 0件 0.00%

合計 80件 100.00% - 100.00%

推奨者(9〜10点)

2025年度 NPSスコア分布表 (n=80)

批判者(0〜6点) NPSスコア

15.00 - 23.75 = -8.75
集計期間：2026年1月〜3月

出典：大紀町観光協会（みえ旅アンケートキャンペーン）
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住民満足度

住民自身の地域資源に対する自信と、観光客の受け入れへの前向きな姿勢がうかがえる一方、

観光振興が住民の生活に還元されているという実感の面では課題が残る結果となりました。

持続可能な地域づくりにつなげるため、観光による経済波及効果が地域全体へ行き渡る仕組みづくりと、

住民の不安を取り除くための観光客へのマナー啓発を推進していきます。

選択肢 割合

非常に魅力的である 17.5%

魅力的である 52.5%

普通 20.0%

あまり魅力的ではない 10.0%

全く魅力的ではない 0.0%

合計 100.0%

非常に魅力的＋魅力的 70.0%

選択肢 割合

もっと多くの観光客に来てほしい 62.5%

今の状況がちょうど良い 15.0%

少し観光客が多すぎると感じる 0.0%

観光客の数よりも、マナーや地域への配慮が気になる 20.0%

公共交通の整備、体制を含めた整備 2.5%

合計 100.0%

もっと来てほしい＋ちょうど良い 77.5%

大紀町の観光資源の魅力を

どのように評価しますか？（n=40）

現在の観光客の数や観光のあり方について、

地域住民の視点からどのように感じていますか？（n=40）

選択肢 割合

大いに繋がっていると感じる 15.0%

ある程度繋がっていると感じる 35.0%

わからない 27.5%

あまり繋がっていると感じない 17.5%

全く繋がっていると感じない 5.0%

合計 100.0%

大いに＋ある程度繋がっている 50.0%

観光振興が地域住民の生活の質の向上に

繋がっていると感じますか？（n=40）

出典：大紀町観光協会（住民満足度調査）


